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報告書の発刊によせて 

 

 本報告書は、現代女性キャリア研究所が、2011 年度より文部科学省「私立大学戦略的研

究基盤形成支援事業」の採択を受け、５年間の予定で実施している「女性のキャリア支援

と大学の役割についての総合的研究」の第２テーマ「大学における女性の再就職支援プロ

グラムの開発研究」の一環として行われた「女性とキャリアに関する調査」の報告である。 

 「大学における女性の再就職支援プログラムの開発研究」は、女性の高学歴化や労働市

場への参加が増大してきたわが国において、なおＭ字カーブが解消されない理由を解明し、

いったんリタイアした女性が再就職するための支援を大学がどのように担っていけるかを

模索しようとするものである。 

 本学には、大卒女性の再就職支援を行う「リカレント教育課程」が 2008年 4月 1日より

大学の課程として日本で初めて認可設置されている。また 2010 年からは、「教職教育開発

センター」が開設され、女性教員のサポートやネットワーク作りに乗り出している。これ

らの機関における再就職支援プログラムの具体的な開発が本研究のゴールとなるが、この

ためにわれわれは三つの調査を計画した。一つが本報告書に掲載されている一般の高学歴

女性のキャリア調査、二つ目が本学卒業生の内、教職免許取得者への調査、三つ目がリカ

レント教育課程在籍者・修了者への調査である。本報告にあたる一般高学歴女性のキャリ

ア調査は、後の二つの調査のベースとなるものであるとともに、必ずしも十分解明されて

いるとは言い難い高学歴女性のライフコースとキャリア選択の条件を実証的に明らかにし

ようとした。 

 そこで、研究全体のまとめに至る前に、第一段階の調査のみを、まずはひとつの報告と

して公刊し、大方のご批判・ご教示を乞う次第である。 

 

                         現代女性キャリア研究所所長  

岩田正美 

 

 

 

 

 

 

 

 





 

 

はじめに 

 

 少子高齢化が進展する日本にとって、女性の能力開発が持続的な経済発展の鍵を握る。

男女雇用機会均等法が施行されて以来、女性の高学歴化が急速に進展し、卒業後に就職す

ることが当たり前の社会になったにもかかわらず，その能力が社会の中で十分に活用され

ているとはいいがたい。 

 管理職に占める女性比率や取締役に占める女性の比率は国際的にみても低い。また、結

婚や出産で退職する女性の割合も高く、その傾向に変化がみられない。つまり、高学歴の

女性はふえているものの、それが長期にわたってキャリア形成する女性の増加にはつなが

っていない。そのために、せっかくの教育が社会に十分に還元されていないのである。 

 他方、高学歴の女性の卒業後のキャリアが十分に解明されてきたわけではない。とくに、

近年、女性のキャリアは多様化しており、その多様性を理解することなしに、支援策を論

じることはできない。 

 また、男性の職場環境が大きく変化するなかで、それが女性の職業意識や就業にも大き

な影響を与えている。 

 本調査は、短期大学（高等専門学校含む）以上を卒業した高学歴女性を対象に、その多

様なライフスタイルをあきらかにし、女性の能力形成を支援するためにどうしたらいいの

かを考えるために、実施するものである。 

 

研究代表者    

大沢真知子 
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